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17年度 
平成 

市の財政執行状況  市 の 財 政 執 行 状 況  市 の 財 政 執 行 状 況  17年度 
平成 

市の財政執行状況  市 の 財 政 執 行 状 況  市 の 財 政 執 行 状 況  

歳入歳出予算総額　405億2，690万円 ●一般会計 

●特別会計及び公営企業会計 

地方自治法第243条の3第1項の規定

に基づき、平成17年4月1日から平成

18年3月31日までの甲賀市予算の歳

入歳出の状況をお知らせします。 

歳出●310億7,553万円 

（3月31日までに入ってきたお金） 
（3月31日までに使われたお金） 歳入●289億6,508万円 

（万円） （万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 

町税
 
 

地方
譲与
税  

各種
交付
金 

地方
交付
税 

分
担
金
及
び
　
 

負
担
金
 

使
用
料
及
び
　
 

手
数
料
 

国庫
支出
金 

県支
出金
 

繰入
金 

諸収
入 

地方
債  

その
他  

 
 
 
 
 
 
 

議
会
費
 
 
総
務
費
 

民
生
費
 

衛
生
費
 

労
働
費
 

農
林
水
産
業
費
 

商
工
費
 

土
木
費
 

消
防
費
 

教
育
費
 

公
債
費
 
 
そ
の
他
 

病院事業会計 水道事業会計 

歳入予算総額 21億4，650万円 
歳出予算総額 22億1，177万円 

歳入予算総額 39億6，846万円 
歳出予算総額 42億4，770万円 

国民健康保険特別会計 

歳入歳出予算総額 
68億5，217万円 

64億752万円 56億7,933万円 

老人保健医療特別会計 

歳入歳出予算総額 
83億3，387万円 

75億4,873万円 76億4,963万円 

介護保険特別会計 

歳入歳出予算総額 
37億9，420万円 

34億5,732万円 35億1,610万円 

公共下水道事業特別会計 

歳入歳出予算総額 
66億9，132万円 

31億8,533万円 33億5,913万円 

農業集落排水事業特別会計 

歳入歳出予算総額 
8億2，839万円 

6億3,123万円 5億1,232万円 

野洲川基幹水利施設 
管理事業特別会計 

歳入歳出予算総額 
2，840万円 

1,149万円 1,140万円 

国民健康保険診療所特別会計 

歳入歳出予算総額 
3，026万円 

2,205万円 2,294万円 

鉄道施設整備基金特別会計 

歳入歳出予算総額 
364万円 

362万円 362万円 

鉄道経営安定対策基金特別会計 

歳入歳出予算総額 
1，635万円 

1,635万円 1,635万円 

分譲住宅団地建設事業特別会計 

歳入歳出予算総額 
126万円 

111万円 126万円 

凡例 

支出額 収入額 

※右側が「収入額」左側が「支出額」です。 

支出予定額 収入予定額 

土地取得事業特別会計 

歳入歳出予算総額 
1，400万円 

825万円 1,360万円 

予算額 
支出額 

予算額 
収入額 

35億7,359万円 33億471万円 20億6,534万円 18億5,424万円 

この表は、平成17
年度予算に対する
平成18年3月31日
現在の執行状況を
表したものです。平
成17年度の決算は、
この後の整理期間
における執行を含め
たものになります。
決算は、11月号でお
知らせする予定です。 
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一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

　
み
ん
な
が
つ
く
る
「
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
す
市
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、ご
活
躍
い
た

だ
く
区
長
・
自
治
会
代
表
者
の
方
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

区
・
自
治
会
名
 
　
区
長（
自
治
会
長
）名
 

水

口

地

域

 
    

第
1
 

北
尾
　
貞
夫
 

 

第
2
 

平
井
　
喜
之
 

 

第
3
 

■
岡
　
武
之
 

 

第
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岩
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生
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清
和
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松
西
　
　
博
 

 

第
7
 

松
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眞
一
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吉
田
　
　
勇
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瀬
　
健
次
 

 

第
10

田
中
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夫
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嶋
　
隆
司
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松
井
　
　
勉
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末
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顯
治
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通
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喜
一
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城
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忠
司
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木
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俊
春
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塚
本
　
光
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第
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森
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榮
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第
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細
野
　
正
敏
 

 

第
22
 

山
本
　
弘
之
 

 

幸
が
平
 

山
下
　
賢
二
 

 

林
口
 

伊
藤
　
　
宏
 

 

名
坂
 

奥
村
　
英
夫
 

 

東
名
坂
 

増
山
　
　
武
 

 

名
坂
堂
山
 

伊
藤
　
康
雄
 

 

朝
日
が
丘
 

竹
村
　
眞
二
 

 

古
城
が
丘
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恒
治
 

 
東
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が
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敦
司
 

 
古
城
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丘
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藤
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史
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尾
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本
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松
尾
団
地
 

藤
原
　
大
司
 

 
水
口
松
尾
台
 

藤
岡
　
正
人
 

 

中
畑
 

小
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修
 

 

新
城
 

中
井
　
　
健
 

 

城
が
丘
 

山
田
　
　
隆
 

 
つ
つ
じ
が
丘
 

沓
水
　
　
守
 

 

今
郷
 

長
　
栄
一
郎
 

 

嶬
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保
井
　
哲
郎
 

 

和
野
 

竹
田
　
英
則
 

 

八
田
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和
男
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山
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野
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哲
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野
台
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千
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五
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ヶ
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尾
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第
三
水
口
台
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近
　
律
男
 

 
第
四
水
口
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黒
田
　
慶
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菅
谷
 

亀
井
　
伸
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清
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駒
蔵
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西
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宇
田
 

中
瀬
　
八
郎
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脇
 

川
嶋
善
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門
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手
 

奥
村
　
　
出
 

 

宮
前
 

高
岡
　
　
治
 

 

大
法
寺
 

冨
田
　
茂
和
 

 

柏
貴
 

森
　
　
伸
二
 

 

虫
生
野
 

今
村
　
邦
雄
 

 
貴
生
川
第
1
 

植
西
　
偉
文
 

 
貴
生
川
第
2
 

鈴
川
　
太
郎
 

 
貴
生
川
第
3
 

橋
田
　
昌
和
 

 

北
内
貴
 

倉
田
　
一
良
 

 

宇
川
 

岡
村
長
太
郎
 

 

岩
坂
 

山
　
　
敏
治
 

 

高
山
 

平
田
　
則
一
 

 

三
大
寺
 

岡
村
　
久
充
 

 
か
ふ
か
の
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村
山
　
優
 

 

三
本
柳
 

谷
川
　
藤
平
 

 

牛
飼
 

坂
上
幸
三
郎
 

 

杣
中
 

冨
永
　
良
彦
 

 

山
上
 

神
田
　
豊
弘
 

 
古
城
が
丘
南
 

田
中
　
幸
盛
 

 

城
内
 

木
村
　
義
雄
 

 

城
山
 

武
村
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夫
 

 

本
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村
　
博
利
 

 

梅
の
木
 

倉
田
　
利
昭
 

 

警
察
官
舎
 

西
川
　
正
樹
 

 

岡
の
郷
 

守
岡
　
 
鉱
 

 
1
の
1
番
街
 

平
木
　
敏
夫
 

 

西
ヶ
瀬
 

東
　
　
忠
男
 

 【
土
山
地
域
】
  

  
大
河
原
１
 

横
藤
　
雄
三
 

 

大
河
原
２
 

山
下
　
康
秀
 

 

東
野
１
 

橋
本
　
 
馨
 

 

東
野
２
 

前
田
　
武
広
 

 

西
野
１
 

堂
山
　
哲
男
 

 

西
野
２
 

黒
川
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雄
 

 

黒
滝
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岡
　
正
則
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友
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山
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春
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澤
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長
野
 

石
田
　
昌
一
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藤
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徹
 

 

江
田
 

谷
井
　
喜
朗
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大
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稔
美
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増
田
　
勝
彦
 

 

宮
町
 

黄
瀬
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師
 

 

黄
瀬
 

雲
林
院
正
昭
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岸
上
　
広
司
 

 

勅
旨
 

高
井
 
　
勇
 

 

丸
岡
 

大
原
　
次
一
 

 

西
 

谷
口
　
次
雄
 

 

柞
原
 

植
西
　
茂
雄
 

 

中
野
 

寺
田
　
健
児
 

 

杉
山
 

前
田
喜
代
司
 

 しが
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

 

長
沢
　
哲
夫
 

 

小
川
 

村
木
　
忠
道
 

 

小
川
出
 

山
本
　
　
武
 

 

上
朝
宮
 

洞
　
　
　
章
 

 

下
朝
宮
 

小
倉
　
繁
昌
 

 

宮
尻
 

小
林
　
　
博
 

 

多
羅
尾
 

奥
村
　
眞
好
 

 

区
・
自
治
会
名
 
　
区
長（
自
治
会
長
）名
 

土

山

地

域

 

区
・
自
治
会
名
　
 
区
長（
自
治
会
長
）名
 

甲

賀

地

域

 

区
・
自
治
会
名
　
 
区
長（
自
治
会
長
）名
 

甲

南

地

域

 
区
・
自
治
会
名
　
 
区
長（
自
治
会
長
）名
 

信

楽

地

域

 

役
職
　
　
　
氏
　
　
名
　
　
　
区
名（
地
域
名
）　
 

平
成
18
年
度
 

甲
賀
市
区
長
連
合
会
役
員
 

平
成
１８
年
度
の

区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た 
平
成
１８
年
度
の

区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た 

平成１８年度の区長さんが決まりました!!平成１８年度の区長さんが決まりました!!

会
　
長
 
黄
瀬
　
聖
師
 宮
　
町（
信
楽
）
 

副
会
長
 
望
月
　
武
雄
 竜
法
師（
甲
南
）
 

副
会
長
 
藤
岡
　
正
人
 水
口
松
尾
台（
水
口
）
 

副
会
長
 
橋
本
　
　
馨
 東
野
１
 （
土
山
）
 

副
会
長
 
北
澤
　
幸
七
 　
滝
　（
甲
賀
）
 

理
　
事
 
左
近
　
律
男
 第
三
水
口
台（
水
口
）
 

理
　
事
 
立
岡
　
藤
夫
 北
　
中（
土
山
）
 

理
　
事
 
厩
本
　
政
二
 神
　
保（
甲
賀
）
 

理
　
事
 
北
村
　
秀
光
 高
　
野（
甲
賀
）
 

理
　
事
 
酒
巻
　
昌
市
 希
望
ヶ
丘
本
町（
甲
南
）
 

理
　
事
 
田
中
　
庄
吾
 深
　
川（
甲
南
）
 

理
　
事
 
谷
口
　
次
雄
 　
西
　（
信
楽
）
 

理
　
事
 
小
倉
　
繁
昌
 下
朝
宮（
信
楽
）
 

理
　
事
 
今
村
　
邦
雄
 虫
生
野（
水
口
）
 

理
　
事
 

青
木
　
洋
八
 三
軒
家（
土
山
）
 

（
会
計
担
当
） 

（
監
事
担
当
） 

（
監
事
担
当
） 
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甲賀市障害福祉計画策定委員を 

　　　　　　　　　　　します。 　市では、障害者自立支援法の成立にともない甲賀市障

害福祉計画を今年度に策定します。障がい福祉に関心の

ある方のご意見をこの計画に盛り込みたいと考えていま

すので、計画策定に参画していただける方を募集します。 

"応募資格　市内在住の20歳以上(平成18年6月1日

現在)の方で、障がい福祉に関心をお持ちの方(国及

び地方公共団体の議会議員の方は除きます) 

"募集人数　2人以内 

"任　　期　委嘱の日から平成19年3月31日まで 

"応募方法　応募の動機を400字程度(様式自由)にま

とめ、住所、氏名、年齢、性別、連絡先を記入のう

え、持参、郵送、FAX又はEメールのいずれかの方

法により申し込んでください。 

"応 募 先　社会福祉課(水口社会福祉センター)また

は各支所総合窓口課 

"応募締切　6月15日(木)当日消印有効 

"選考方法　書類審査により選考し、結果については

本人宛に通知します。なお、選考結果については公

開しません。 

"そ の 他　会議の開催は4回程度で、平日(月～金曜

日)の昼間を予定しています。 

問い合わせ・郵送先 
　〒528-0005　甲賀市水口町水口5609 

　　水口社会福祉センター　社会福祉課障害福祉係 

　　1 0748-65-0702　FAX0748-63-4085 

　　Eメール　koka253000@city.koka.shiga.jp

提出先・問い合わせ 
　〒528-8502　甲賀市水口町水口6053番地 

　　甲賀市役所　企画部　情報政策課　情報化推進係 

　　1 65-0674　FAX 63-4559 

　　Eメール　koka213000@city.koka.shiga.jp

提出先・問い合わせ 
　〒528-8502　甲賀市水口町水口6053番地 

　　甲賀市役所　企画部　企画政策課 

　　1 65-0670　FAX 63-4554 

　　Eメール　koka211000@city.koka.shiga.jp

　本市のまちづくりの総合的な指針となる甲賀市総合計画
を策定しています。昨年8月に実施した市民意識調査の結
果をもとに、総合計画策定審議会で検討を重ね総合計画基
本構想（素案）を取りまとめました。 
　そこで、パブリック・コメント制度に基づき、基本構想（素
案）に対して広く市民の皆さんからご意見をいただき、今後
の計画策定にいかしていきます。 

　地域の情報化を進めるため「甲賀市地域情報化計画
書」の策定作業を進めており、この度、その原案がまと
まりました。 
　そこでパブリック・コメント制度に基づき計画書（案）
に対して広く市民の皆さんからのご意見を募集します。 

についてご意見を募集します。 
総合計画基本構想（素案）甲賀市 総合計画基本構想（素案）甲賀市 総合計画基本構想（素案）甲賀市 総合計画基本構想（素案）甲賀市

についてご意見を募集します。 
地域情報化計画書（案）甲賀市 地域情報化計画書（案）甲賀市地域情報化計画書（案）甲賀市 地域情報化計画書（案）甲賀市

案 の 公 表　●広報「あい こうか」（6月15日号） 

　　　　　　　　●甲賀市ホームページ 

　　　　　　　　●企画政策課及び各支所（水口支所除く）

地域振興課窓口での閲覧 

意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の方、市内に事業所

を有する個人及び法人、その他の団体 

意見の提出方法　住所、氏名、電話番号を記入し、直接提出

いただくか郵送（締切日必着）、FAX、Ｅ

メールで提出してください。 

6月15日（木） 
  ～7月14日（金）の30日間 
 

募集期間 

案 の 公 表　●甲賀市ホームページ 

　　　　　　　　●情報政策課及び各支所（水口支所

除く）地域振興課窓口での閲覧 

意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の方、市内に

事業所を有する個人及び法人、その

他の団体 

意見の提出方法　住所、氏名、電話番号を記入し、直接

提出いただくか郵送（締切日必着）、

FAX、Ｅメールで提出してください。 

6月15日（木） 
  ～7月14日（金）の30日間 
 

募集期間 

　市の基本的な政策や制度を策定するために、原案の段階で、その趣旨や目的、内容等を公表し、これ
らに対する市民の皆さんからのご意見や情報、専門的知識の提出を受け、提出されたご意見等を考慮し
た上で政策等の最終決定を行う制度です。 

　※その他詳しくは甲賀市ホームページ「パブリック・コメントの手続きについて」をご覧ください。 
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素
敵
な
ま
ち
に
！ 

み
ん
な
が
つ
く
る
ま
ち
に
！ 

〜『
市
民
活
動
支
援
補
助
金
』を
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜 

　
市
で
は
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民

活
動
団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
益
的
な
市
民
活
動
を
支
援

す
る
目
的
で
支
援
補
助
金
の
制
度
を
創
設
し
、
た
だ
今
こ
の
補
助
金

の
申
請
団
体
、
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

　
応
募
団
体
は
6
月
18
日
（
日
）
に
行
う
公
開
審

査
会
で
提
案
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
6
月
12
日
（
月
）
〜
13
日
（
火
）
の
間

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

 【
対
象
事
業
】
2
0
0
7
年
3
月
31
日
ま
で
に

市
内
で
実
施
さ
れ
る
公
益
的
な
事
業
で
、

自
主
性
、
自
立
性
に
基
づ
き
継
続
性
が
あ
り
、

市
が
実
施
す
る
他
の
財
政
的
支
援
を
受
け

な
い
も
の
。
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す

る
も
の
、
政
治
的
、
宗
教
的
活
動
、
趣
味

的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
や
親
睦
を
目
的
に
取

り
組
ま
れ
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

 【
団
体
の
条
件
】
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
す

る
団
体
で
、
団
体
の
構
成
員
と
な
る
の
に

条
件
が
な
く
、
市
民
誰
も
が
自
由
に
参
加

で
き
る
団
体
。
た
だ
し
、
町
内
会
や

P
T
A
な
ど
一
定
の
資
格
要
件
を
要
す
る

団
体
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
 

 
市
民
生
活
課
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
 

　
　
 
 
1
　
 
6
5
│

0
6
8
7
 

　
　
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
6
3
│

4
5
8
2
 

 

問
い
合
わ
せ
 
総
務
課
文
書
法
規
係
 

　
　
 
 
1
　
 
6
5
│

0
6
6
4
 

　
　
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
6
3
│

4
5
5
4

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
 

〜
開
か
れ
た
市
政
を
め
ざ
し
て
〜
 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
 

〜
開
か
れ
た
市
政
を
め
ざ
し
て
〜
 

　
市
で
は
、市
政
に
関
す
る
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
情
報
公
開
制

度
」
を
、個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
り
、基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
個

人
情
報
保
護
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

　
甲
賀
市
情
報
公
開
条
例
第
29
条（
実
施
状
況
の
公
表
）及
び
甲
賀
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
44

条（
運
用
状
況
の
公
表
）に
基
づ
い
て
、平
成
17
年
度
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。
 

●
行
政
文
書
公
開
の
実
施
状
況
 

（
平
成
17
年
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
）
 

請
求
件
数
　
39
件
 

　
市
長
部
局
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30
件
 

　
教
育
委
員
会
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
件
 

　
選
挙
管
理
委
員
会
 
…
…
…
…
…
…
…
4
件
 

　
議
会
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件
 

公
開
等
の
決
定
状
況
 

　
公
開
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22
件
 

　
部
分
公
開
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
件
 

　
不
存
在
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
件
 

部
分
公
開
理
由
別
状
況
 

　
個
人
情
報
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
件
 

　
法
人
情
報
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件
 

　
個
人
情
報
及
び
法
人
情
報
 
…
…
…
…
4
件
 

不
存
在
理
由
別
状
況
 

　
取
得
し
て
い
な
い
た
め
 
…
…
…
…
…
2
件
 

　
作
成
し
て
い
な
い
た
め
 
…
…
…
…
…
2
件
 

　
保
存
期
間
の
経
過
及
び
 

　
　
作
成
し
て
い
な
い
た
め
 
…
…
…
…
1
件
 

　
そ
の
他
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件
 

 

●
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況
 

（
平
成
17
年
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
）
 

請
求
件
数
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
件
 

　
市
長
部
局
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
件
 

　
教
育
委
員
会
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件
 

開
示
等
の
決
定
状
況
 

　
開
示
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
件
 

　
部
分
開
示
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
件
 

部
分
開
示
理
由
別
状
況
 

　
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
情
報
 
…
…
2
件
 

 ※
甲
賀
市
役
所
各
支
所
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

入
札
結
果
、
議
会
会
議
録
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

市民活動団体の取り組みについて知ることがで

きるよい機会でもありますので、関心をお持ち

の皆さんはぜひお越しください。 

日　時■6月18日（日）9：00～ 
場　所■サントピア水口（共同福祉施設） 
その他■手話通訳が必要な方は6月7日（水）までに 
　　　　 ご連絡ください。 
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児童手当の支給対象が
小学校6年生終了まで拡大

　4月末に対象児童のおられる世帯に案内を送付

していますが、まだ認定請求のお済みでない方は9

月30日までに提出してください。 

また、公務員・団体職員（郵政公社・独立行政法人を

除く）の方は勤務先で手続きをしてください。 

　なお、9月30日受付分までは法施行の4月まで

さかのぼって手当が支給されますが、10月以降

の受付の場合は請求月の翌月分からの支給にな

りますので、必ず期限内に提出してください。 

 
現況届も忘れずに 

　現在、児童手当を受給されている方は、6月中

に「現況届」を提出してください。 

　手続きの案内を6月1日付で送付しています。

この届出は、6月1日現在の養育状況や所得状況

などを確認し、引き続き手当を支給できるかど

うかを確認するためのものです。この届出をし

ないと6月分以降の手当が支給できませんので、

必ず6月中に提出してください。 

　公務員・団体職員（郵政公社・独立行政法人

を除く）の方は勤務先で手続きをしてください。 

 
現況届の手続きに必要なもの 

'現況届（支所にも備え付けています） 

'年金加入証明書 

　（国民年金加入者は不要） 

'平成18年1月2日以降に本市に転入された方は、

　平成18年度所得証明書（児童手当用） 

 

 平成18年1月1日現在の住所地の市町村で、

発行を受けてください。市町村によって発

行開始日が異なりますので、いつから発行

できるのか、確認してください。 
 

※そのほか必要に応じて書類を提出していただ

く場合がありますので、印鑑をお持ちください。 

  問い合わせ 
 児童福祉課 
　165‐0705 
FAX 63‐4085

平成18年4月1日から児童手当法が改正され、支給対象児童の年齢が

小学校3年生修了までから小学校6年生修了までに拡大されました。

また、従来の所得制限限度額（下図参照）も引き上げられました。 

児童手当　所得制限限度額表 

 扶養親族等の数 国民年金加入者 厚生年金等加入者 

 0人 460．0 532．0 

 1人 498．0 570．0 

 2人 536．0 608．0 

 3人 574．0 646．0 

 4人 612．0 684．0 

 5人 650．0 722．0

（単位：万円） 

※ 以降、扶養が1人増えるごとに限度額が38万円増 
※ 老人扶養親族が1人につき限度額が6万円増 
 

平成18年4月から
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現
在
、市
は
燃
え
る
ご
み
を
甲
賀

広
域
行
政
組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、生
ご

み
は
灰
に
し
て
埋
め
立
て
る
の
で
は

な
く
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

も
の
で
す
。ま
た
、こ
れ
以
上
ご
み
の

量
が
増
え
る
と
新
た
な
施
設
が
必

要
と
な
り
、市
民
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
 

　
そ
こ
で
、市
で
は
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
市
が
収
集
・
堆
肥
化
す
る

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
く

場
合
の
負
担
と
し
て
は
、生
ご
み
分

別
用
バ
ケ
ツ
を
ご
用
意
い
た
だ
く
だ

け
で
、可
燃
ご
み
の
よ
う
に
指
定
袋

等
の
購
入
は
不
要
で
す
。
 

　
平
成
16
年
度
の
堆
肥
化
事
業
参

加
世
帯
が
４
，６
１
２
世
帯
で
年
間

約
８
２
９
ト
ン
だ
っ
た
生
ご
み
の
収

集
量
も
、平
成
17
年
度
末
に
は
５
，

４
５
１
世
帯
と
な
り（
下
図
参
照
）、

約
９
７
３
ト
ン
ま
で
増
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
生
ご
み
堆
肥

化
事
業
を
推
進
し
、可
燃
ご
み

を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

　
 

◎
家
庭
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
 

1
は
じ
め
に
容
器
の
底
に
種
堆
肥

を
２
B
厚
程
度
敷
き
ま
す
。
 

2
１
日
分
の
生
ご
み
を
水
切
り
後
、

容
器
に
入
れ
ま
す
。
 

3
投
入
し
た
生
ご
み
が
隠
れ
る
程

度（
約
１
B
）の
厚
さ
に
種
堆
肥

を
か
ぶ
せ
ま
す
。
 

4
収
集
日
ま
で
に
２
と
３
を
繰
り

返
し
ま
す
。（
生
ご
み
と
種
堆
肥

の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
化
） 

   

 

   5
収
集
日
に
ご
み
集
積
所
に
あ
る

専
用
回
収
容
器
に
中
身
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
 

    

　
 

◎
参
加
申
し
込
み
方
法
 

1
参
加
し
た
い
方
は
、ま
ず
区
・
自

治
会
の
地
域
環
境
委
員
さ
ん
か

区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
 

2
区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん
は
参

加
し
た
い
方
の
組
ま
た
は
区
・
自

治
会
単
位
で
生
ご
み
堆
肥
化
事

業
へ
の
参
加
に
つ
い
て
市
の
担
当

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
必
要
に
応
じ
て
、説
明
会
を
開
催
 

（
市
の
担
当
が
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。） 

4
集
積
所
ご
と
に
参
加
者
名
簿
を

作
成
し
、実
施
申
込
書
を
区
長
・

自
治
会
長
名
で
市
に
提
出
い
た

だ
き
ま
す
と
約
２
週
間
で
事
業

に
参
加
で
き
ま
す
。
 

  

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
に

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
に

生
ご
み
堆
肥
化
で
資
源
循
環
型
社
会
の
扉
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
う
す
れ
ば
、地
球
温
暖
化
対
策
も

実
践
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

生
ご
み
分
別
用
バ
ケ
ツ
を
購
入
さ
れ
た
場
合
は
、購

入
費
の
4
分
の
1
が
補
助
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

1234

123

5

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
6
5
│

0
6
9
0
 

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
6
3
│

4
5
8
2

■
甲
賀
市
可
燃
ご
み
の
搬
入
量
推
移
 

■
生
ご
み
堆
肥
化
参
加
世
帯
数
 

0
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H1
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H1
7 .
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H1
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9
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H1
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H1
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6

H1
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4 .
9

H1
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6

H1
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4
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（世帯数） 
 

（年月） 
 

12  
 

33 161
560
1,3 76

2,552

3,275
3,97 6 4,274  4 ,612

5,04 9 5,229
5,432 5,451

0

5000

10000

15 000

20000

25000

30000

平成
10年
 

平成
11年
 

平成
12
年 

平成
13
年 

平成
14
年 

平成
15
年 

平成
16年
 

平成
17
年 

 （トン） 

 （年度） 

 

2cm種堆肥 

種堆肥 
生ゴミ 

生ゴミ 

生ゴミ 

生ゴミ 

種堆肥 

種堆肥 

種堆肥 

家庭系ごみ 
事業系ごみ 
合計 
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第10回 

街道を歩く 
その１ 

総務課市史編纂係 
1 86-8075   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

さあいきますか（「近江名所図会」より）  

５年に一度奉納される油日神社の「奴振り」  

【
問
い
合
わ
せ
】  

　
文
化
財
保
護
課
 

　
 
1
 
8
6
＿
8
0
2
6
 

 
F
A
X
8
6
＿
8
3
8
0

ぐん 

（2） 

甲賀市 
文化財 

の
 13

滋賀県選択無形民俗文化財 
奴振り 

 

　都に近く東海道や東山道が通じた近江は
「道の国」ともいわれます。甲賀市内で
も東海道をはじめ、御代参街道など大
小さまざまな街道が通じ、社会や経
済、そしてと人々の暮らしを支えて
来ました。なかでも東海道は中山道
とならび近世交通の大動脈であり、
甲賀市内には近江五宿のうち水口と
土山の二宿を擁します。 
　宿場町は地域の中心としての役割を
果たすとともに、「五十三次」の一つと

して宿駅制度
という強固なネッ
トワークのもとにあり、
人とモノ、そして情報伝
達の拠点として機能して
きました。同時にその歴
史的景観や、そこに育ま
れた街道文化は、観光や
住みよいまちづくりを進

めるうえで大きな資産となり、これを活
かした取り組みが各地で行われていま
す。 
　水口と土山の二つの宿は、隣り
合いながら、それぞれはっきりと
した個性を備えています。たとえ
ば土山は草津宿とならび数少ない
貴重な本陣遺構が伝えられるのを
はじめ、落ち着いた町並みが風格
を感じさせるとともに現代の旅人を
優しく迎えてくれます。一方水口は古

い町屋は少ないものの、水口岡山城の城
下町遺構である「三筋町」が残り、町民主体

の祭りである水口曳山祭が、今もコミュニティの核
となって活きています。 
　今、街道を歩くことが中高年の間でブームです。
五十三次を踏破するのは巡礼にも似た魅力があるよ
うです。市史での調査成果を含めてその見所を紹介
していきます。 

　
油
日
神
社
の
古
式
祭
（
油
日
祭
）
に

5
年
に
一
度
奉
納
さ
れ
る
祭
礼
「
奴
振

り
」
が
5
月
1
日
行
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
歌
と
身
振
り
で
練
り
歩
き
、
沿
道

の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
奴
振
り
の
由
来
は
、
挟
箱
奴
の

歌
に
「
油
日
祭
の
は
じ
ま
り
は
天
元
元

年
（
9
7
8
）
4
月
よ
り
」
と
歌
わ
れ

る
よ
う
に
天
元
元
年
、
橘
敏
保
卿
が

勅
使
と
し
て
参
向
し
た
の
を
機
に
甲
賀

の
上
野
、
高
野
、
相
模
、
佐
治
、
岩
室

の
5
つ
の
地
域
が
毎
年
交
代
し
て
祭
主

を
勤
め
、
行
列
を
出
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
奴
振
り
は
室
町
中
期
ご
ろ
か

ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
こ
の
奴
振
り
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
る
の
が
「
上
野
頭
」
だ
け
と
な

り
、
そ
の
た
め
5
年
に
一
度
の
奴
振
り

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

　
本
来
こ
の
奴
振
り
の
行
事
は
、
頭
殿

が
お
供
を
付
き
従
え
て
神
社
に
参
詣
す

る
頭
殿
行
列
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
も
の

が
、
次
第
に
滑
稽
な
身
ぶ
り
で
道
中
歌

を
歌
う
奴
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

参
向
を
見
守
る
観
衆
を
楽
し
ま
せ
る
祭

礼
へ
と
変
化
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
祭
礼
当
日
は
、
長
持
奴
、
挟
箱
奴
、

毛
槍
奴
を
は
じ
め
総
勢
百
人
余
り
の
行

列
が
午
前
10
時
に
頭
殿
宅
を
振
り
出
し
、

油
日
神
社
へ
参
向
し
ま
す
。
そ
し
て
、

御
輿
2
基
、
獅
子
2
頭
を
先
頭
に
御
旅

所
を
は
じ
め
町
内
約
10
キ
ロ
の
道
の
り

を
巡
行
し
、
夕
刻
に
は
神
社
へ
再
び
振

り
込
み
が
行
わ
れ
、
最
後
に
頭
殿
宅
へ

振
り
込
み
、
奴
振
り
に
幕
が
閉
じ
ら
れ

ま
す
。
 

　
こ
の
奴
振
り
の
祭
礼
は
、
中
世
以
来

の
甲
賀
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
と
て
も

重
要
な
祭
礼
行
事
で
す
。
相
模
頭
の
記

録
に
は
、
江
戸
中
期
頃
ま
で
5
年
毎
を

一
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
、
奴
を
伴
っ

た
盛
大
な
頭
殿
の
参
向
の
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
甲
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
選
択

の
無
形
民
俗
文
化
財
「
奴
振
り
」
の
伝

統
行
事
を
長
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

映
像
記
録
と
い
う
形
で
保
存
伝
承
を
は

か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
撮
影
し
た
記
録
を
整
理
し
、

祭
礼
行
事
に
か
か
わ
る
記
録
調
査
を
行

い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。
 

　
今
回
の
撮
影
で
夜
遅
く
ま
で
練
習
に

励
ん
で
い
た
だ
い
た
奴
役
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
撮
影
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

地
域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
歌
と
身
ぶ
り
で
 

観
衆
を
魅
了
す
る
奴
振
り
 

や
っ
こ
 
ふ
 

や
っ
こ
ふ
 

は
さ
み
や
っ
こ
 

た
ち
ば
な
と
し
や
す
 

と
う
ど
う
 

う
か
が
 

け

や
り
や
っ
こ
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甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄 

今
回
は
、
あ
い
の
土
山
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

土
山
も
つ
く
会 

次
号（
７
月
１
日
号
）は
、水
口
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。 

・
晩
春
の
旅
の
懐
に
土
鈴
鳴
る
 

前
川
き
く
じ
 

・
山
吹
や
素
焼
の
壷
に
あ
ふ
れ
さ
す
 

田
村
　
勝
子
 

・
春
惜
し
む
丹
も
剥
落
の
多
宝
塔
 

松
山
多
津
子
 

・
茶
摘
唄
わ
れ
に
黒
髪
か
へ
り
来
ず
 

奥
村
　
露
子
 

・
孫
の
焚
く
熱
き
味
噌
汁
春
の
霜
 

大
西
多
喜
男
 

・
花
曇
り
旅
の
行
く
先
定
ま
ら
ず
 

藤
田
　
恭
子
 

・
逝
く
春
や
仏
画
の
眉
の
細
か
り
し
 

福
永
　
昭
子
 

・
砂
山
を
く
ず
し
て
春
は
子
等
の
手
に
 

松
山
　
維
木
 

・
山
吹
や
離
れ
の
客
の
蛇
の
目
傘
 

福
井
　
真
理
 

鈴

鹿

吟

社 

・
桜
餅
何
処
へ
も
行
け
ぬ
母
を
訪
う
 

松
本
み
さ
枝
 

・
草
餅
や
老
舗
に
勝
る
母
の
味
 

田
中
美
由
紀
 

・
野
仏
の
優
し
き
顔
や
桜
咲
く
 

小
倉
た
け
子
 

・
野
点
傘
舌
に
滑
る
や
蕨
餅
 

森
地
千
恵
子
 

・
摘
み
草
や
母
の
残
せ
し
手
提
げ
籠
 

西
村
　
幸
子
 

・
桜
花
七
つ
ぼ
た
ん
の
夢
悲
し
 

村
田
　
静
枝
 

・
耐
え
て
生
き
今
日
の
慶
び
桜
花
に
逢
う
 

奥
村
　
ツ
エ
 

・
桜
咲
く
古
里
恋
い
て
子
の
帰
郷
 

小
倉
き
み
江
 

・
反
抗
期
背
伸
び
し
て
居
る
葱
坊
主
 

森
田
う
た
子
 

・
卒
業
や
夢
有
る
世
界
巣
立
ち
行
く
 

市
井
　
タ
カ
 

・
春
の
土
絡
み
て
重
き
草
を
引
く
 

藤
田
美
智
恵
 

甲賀市の 
3

水辺の鳥・ 
カワセミの仲間 

大切な
 

自然自然自然

みなくち子どもの森自然館 
1 63-6712　FAX 63-0466

5（月）、12（月）、 

19（月）、26（月） 
6月の 
休園日 

甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 

自然についての連載です 

アカショウビン（全長26～29cm） 

ヤマセミ（全長34～39cm） 

カワセミ（全長16～17cm） 

　
自
然
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
、

「
飛
ぶ
宝
石
」
と
い
わ
れ
る

カ
ワ
セ
ミ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
の
カ
ワ
セ
ミ
、
小
魚
の

多
い
川
や
池
が
あ
れ
ば
、
甲

賀
市
内
で
は
意
外
に
身
近
な

所
で
見
つ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、

警
戒
心
が
強
い
の
で
、
驚
か

さ
な
い
よ
う
に
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
 

　
自
然
の
豊
か
な
甲
賀
地
域

に
は
、
他
に
2
種
類
の
希
少

な
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
が
す
ん

で
い
ま
す
。
 

ヤ
マ
セ
ミ
は
、
広
い
森
に
囲

ま
れ
た
大
き
な
渓
流
や
池
に

生
息
し
ま
す
。
黒
と
白
の
模

様
が
鮮
や
か
で
す
。
限
ら
れ

た
良
い
環
境
の
場
所
に
見
ら

れ
ま
す
。
 

　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、
毎
年
、

南
の
国
か
ら
飛
ん
で
く
る
夏
鳥

で
す
。
「
火
の
鳥
」
と
い
わ
れ

る
赤
い
鳥
で
、
森
の
豊
か
な
奥

深
い
渓
流
に
の
み
、
わ
ず
か
な

数
が
来
る
よ
う
で
す
。
 

　
こ
れ
ら
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
が

生
活
す
る
に
は
、
餌
と
な
る
生

き
物
が
豊
富
な
水
辺
と
、
子
育

て
に
必
要
な
巣
穴
を
掘
る
環
境

が
大
切
で
す
。
カ
ワ
セ
ミ
と
ヤ

マ
セ
ミ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

の
な
い
土
の
崖
に
巣
穴
を
掘
り
、

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
森
に
あ
る

朽
ち
た
巨
木
に
穴
を
作
る
た
め
、

こ
う
し
た
環
境
が
重
要
な
の
で

す
。
 

　
こ
れ
ら
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
が

す
む
美
し
い
水
辺
と
森
を
将
来

に
残
し
た
い
も
の
で
す
。
 

題
　
風
光
る
・
桜
・
春
季
雑
詠
 

　
（
前
月
高
点
句
作
者
五
名
に
よ
る
選
）
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消
費
生
活
相
談
窓
口
 

　（
市
民
生
活
課
生
活
交
通
係
） 

  
　
■
月
曜
日
〜
金
曜
日
 

 
　
■
9
:
00
〜
15
:
00
 

 
　
　
1
 
6
5
―
0
6
8
5
 

 
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
6
3
―
4
5
8
2

【
問
い
合
わ
せ
】 

「
利
殖
に
関
す
る
と
っ
て
お
き
の
 

 
 
情
報
が
あ
る
が
、
興
味
は
 

 
 
 
 
 
 
あ
り
ま
せ
ん
か
」
 

 　
「
未
公
開
株
の
購
入
権
が
当
り

ま
し
た
」
 

　
「
こ
の
会
社
の
未
公
開
株
を
買

え
ば
、
半
年
後
に
は
上
場
し
て
50

万
円
の
出
資
に
80
万
円
の
儲
け
が

加
わ
り
ま
す
よ
」
 

　
「
こ
の
未
公
開
株
を
買
え
ば
、

絶
対
に
４
倍
に
な
り
ま
す
」
な
ど

の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
未
公
開
株

の
購
入
を
電
話
な
ど
で
、
持
ち
か

け
る
よ
う
な
事
例
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
 

悪
質
で
詐
欺
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
 

●Y
株
券
が
送
付
さ
れ
て
こ
な
い
、
 

●Y
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
上
場
さ
れ

な
い
、
 

●Y
送
ら
れ
て
き
た
株
券
は
他
人
名

義
の
も
の
、
 

●Y
販
売
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
く

な
っ
た
。
 

　
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
 

 「
未
公
開
株
」
と
は
 

 　
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い

る
株
式
を
「
上
場
株
」
、
上
場
も

公
開
も
さ
れ
て
い
な
い
株
式
を
「
未

公
開
株
」
と
い
い
ま
す
。
 

 扱
う
業
者
は
限
ら
れ
て
い
る
。
 

 　
未
公
開
株
の
販
売
は
そ
の
株
式

を
発
行
し
て
い
る
企
業
や
登
録
を

受
け
た
証
券
会
社
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
業
者
が
販
売
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
未
公
開
株
購
入
の
電
話
勧
誘
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
、
一
切
取
り
合
わ
な

い
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

～皆さんからお寄せいただいた声～ 

QA
甲
賀
市
は
「
こ
う
か
し
」
と
読

み
ま
す
。 

　
新
市
が
誕
生
し
て
1
年
9
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。市
の
名
称
も
漢
字
の「
甲
賀

市
」は
馴
染
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

呼
び
方
は「
こ
う
か
し
」
や「
こ
う
が
し
」

が
同
居
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。 

　
新
市
の
名
称
は
、5
町
が
合
併
す
る

と
き
に
一
般
公
募
し
、応
募
い
た
だ
い
た

5
，6
9
8
の
名
称
の
中
か
ら
最
終
的

に「
甲
賀（
こ
う
か
）市
」
と
す
る
こ
と
が

合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
甲
賀（
こ
う
か
）市
の
名
称
は
、「
慣
れ

親
し
ん
で
定
着
し
て
い
る
」「
甲
賀
流
忍

者
発
祥
の
地
と
し
て
、全
国
に
親
し
ま

れ
て
い
る
」「
新
し
い
名
称
に
は
な
い
、歴

史
の
重
み
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
合

併
協
議
会
の
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委

員
会
で
9
点
の
う
ち
の
1
点
と
し
て
選

定
さ
れ
、最
終
的
に
は
、合
併
協
議
会
の

中
で
投
票
が
行
わ
れ
、甲
賀（
こ
う
か
）市

と
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 
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6
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0
6
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【
問
い
合
わ
せ
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秘
書
広
報
課
 
広
報
公
聴
係
 

 

『
甲
賀
』は
 

　„
こ
う
か
“か
 

　
　
　„
こ
う
が
“ 

『
甲
賀
』は
 

　„
こ
う
か
“か
 

　
　
　„
こ
う
が
“ 

甲
賀
市
を
「
こ
う
か
し
」
と
言
わ
れ
る
方
と
「
こ
う
が
し
」 

と
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
本
当
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
す
か
？ 

※
呼
び
方
の
「
こ
う
か
」
に
つ
い
て
は
、「
日
本
書
紀
」
に

よ
れ
ば
、6
世
紀
末
、鹿
深
臣（
か
ふ
か
の
お
み
）と
い

う
人
物
が
、百
済
の
国
か
ら
石
仏
一
体
を
も
た
ら
し
た

と
い
う
記
述
が
あ
り
、甲
賀（
こ
う
か
）は
、こ
の
地
に

文
化
を
開
い
た『
鹿
深
臣
』に
由
来
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
鹿
深（
か
ふ
か
）」が「
か
う
か
」、

そ
し
て
「
こ
う
か
」
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
説
が

代
表
的
で
す
。 
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まちかど
 

特派員
 

のページ
 

下書きされた絵に 
色を塗る児童 

完成したトンネル壁画の中を通学する児童たち 

まちかど特派員 
　瀬古　彰司 

原稿執筆者 

僕らの
通学地下道は海の中 海の中 海の中 海の中 

 「 甲賀町の上野にあ
る県道の地下道は、

僕らの通学路なのだ
。でも、

コンクリートの壁で
暗くてジメジメして

落書きされていて怖
い感じ

の地下道だった。 

  そこで、木村のおじ
さんたちがこの地下

道を明るい夢のある
地下道

に変えようと相談し
、この地下道に絵を

描こうと計画してく
れまし

た。テーマは｢海」とな
り絵のデザインを募

集され、僕もタコやイ
カの

絵を応募しました。
そうして多くの絵が

集まりました。ボラ
ンティ

アの方々により下塗
りがされ僕らが応募

した絵が大きく描か
れまし

た。色は大人の人や
僕らも一生懸命に塗

りました。いろいろ
な魚が

泳いでいるような、
まるで海の中のよう

な明るい地下道とな
りまし

た。毎日通学するの
が楽しくなりました

。おじさん達ありが
とう。」 

通学児童Ｋ君 

　この事業は鹿深台自治区の木村氏が代表となられ、

壁には落書きがされ暗くてイメージの悪かった地下道

を近所の人たちや子どもたちが笑顔で通えるようにし

ようと、通学路プロジェクトを設立され、この地下道

に絵を描こうという発案がされました。実行委員会が

結成され藤岡氏が全体構想をたてられテーマは「太古

の海」とし、海に住んでいる生き物を想像して「地下

道に描く絵を大募集」することになりました。 

  しかし、大変広い地下道の壁なので多くの費用が必

要となります。ボランティアで絵を描くとしても塗料

等で多額の費用を必要とするということがわかりました。 

　そこで市の「市民活動支援補助金」や鹿深台自治区

や上野自治区からのご支援で費用の見通しがたち、足

場が組まれ２月に作業が開始されました。 

　汚れた壁面の水洗と下塗りは市役所等でして頂き、

募集された絵がＯＨＰで拡大され一枚一枚丁寧に下書

きが描かれていきました。小学生以下の子らも保護者

同伴で子どもたちの絵は自分で色をつけました。絵の

得意な方が地下道の両側に大きな魚の群れを描いて海

の色を塗り仕上げられました。 

　4月に完成式が行われ、まるで海の中に入ったような、

明るい楽しい通学路となりました。これは市民のアィ

デアと多くのボランティアによって新しい名所として

生まれ変わりました。市内の皆さんぜひ一度見に来て

ください。 

甲賀町上野地先 
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満開になったりんごの花の下で春の１日を満喫する皆さん 

陶器づくり
を体験する

 

デウィット
中学生 

忍術屋敷で
日本の忍者

について話
を聞く生徒

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
大
阪
羽
曳
野
太
鼓 

境内を勇壮に練り歩く大人神輿 

くす玉を割り完成を祝う貴生川保育園児 

地域コミュニティの 
                場として 

甲賀市宇川会館 
完成記念イベント 
甲賀市宇川会館 
完成記念イベント 

　４月30日（日）新しくなった宇川会館で竣工記念イベントが行

われました。 

　大阪羽曳野太鼓の演奏で幕を開け、地元貴生川保育園の園児

たちがくす球を割り完成を祝いました。 

　また式典の後、渡辺千賀子さんによる人権コンサートや、会

館前では模擬店が出されるなど、参加された皆さんは記念イベ

ントを終日楽しんでおられました。 

　今後は地域コミュニティの場として文化祭やサークル等が活

動できる場所として活用されることが期待されます。 

　5月1日（月）矢川神社で春の例祭が行われました。 

この祭りは毎年5月1日に行われているもので、大人神輿、

子ども神輿が勇壮に境内を練り歩き、祭りを盛り上げま

した。祭りに訪れた方々も「ワッショイ！ワッショイ！」

の掛け声に合わせ、一緒に声を出し祭りに参加されてい

ました。 

　市内でも様々な春祭りが行われ、私たちに『春』を届

けてくれました。 

かふかの里に 
　りんごの花‥‥ 
かふかの里に 
　りんごの花‥‥ 
かふかの里に 
　りんごの花‥‥ 
かふかの里に 
　りんごの花‥‥ 

　甲賀町油日にある鹿深りんご園で５月４日（木）、りんご花

まつりが開催されました。 

　今年は開花が遅れたということが幸いして、まつりの日に

合わせたかのように園内にりんごの花が満開、訪れた家族連

れの皆さんも淡いピンク色に染まるりんごの花の美しさに魅

了されていました。 

　当日は、咲き誇るりんごの花の下でお弁当を広げられたり、

ピンクに染まるりんごの花を携帯電話のカメラで撮影された

りと楽しみ方も色々、収穫の秋には赤いりんごの実が皆さん

をお迎えします。 

春だ！ みこしだ！ 
矢川神社◎春祭り 矢川神社◎春祭り 

原稿執筆者◎上西　定雄 

　5月5日（金）から12日（金）まで、姉妹都市の

アメリカミシガン州デウィット市から中学

生10名と引率者4名が甲賀市を訪れました。 

　各家庭にホームステイした皆さんは、午

前中は甲南中学校へ通い、午後は市内めぐ

りで忍術屋敷や大地寺、ふれあいの館など

へ出かけました。忍術屋敷では、からくり

や刀に興味津々、忍者や、くの一も出てき

て一緒に写真を撮りました。大地寺では美

しい庭を眺めながらのお抹茶を体験。赤も

うせんの上に窮屈そうに座り、和菓子とお

抹茶をいただき、「思ったほど苦くなくて、

美味しかった！」と一言。その後見学した

本堂では鐘や木魚に触れ、歴史ある建物に

見入っていました。 

　ふれあいの館での陶芸体験では、みんな

ワイワイと楽しそうに作品づくりに取り組

みました。約1週間の滞在を終え、お別れの

朝、デウィット中学生もホストファミリー

も別れを惜しみ、涙、涙で抱き合い「また

必ず日本に来ます」「一生友だちです」など

の言葉を残し甲賀市をあとにしました。 

おいでなさい!!おいでなさい!!おいでなさい!! ようこそ甲賀市へようこそ甲賀市へようこそ甲賀市へ

転作田でブルーベリー栽培 転作田でブルーベリー栽培 転作田でブルーベリー栽培 
　5月13日（土）、甲南町上野川地区の集落営農組織

でブルーベリーの植え付けが行われました。 

　米以外の作物が作りにくい地域での取り組みで、

新たな特産品として、また地域の活性化の源とし

て期待されています。今回は、30ａの農地に約

550株がバック栽培されます。 

　「農業を取り巻く環境が厳しさを増す中でこそ、

前向きな取り組みをするべき」と代表者の方の言

葉です。 

　収穫は来年の7～8月頃の予定です。 

植えられたブルーベリ
ーの苗 
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荒
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之
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1
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0
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会
・
表
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開
催
 

甲
賀
市
ス
ポ
ー
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少
年
団
指
導
者
協
議
会
 

研
修
大
会
・
表
彰
式
開
催
 

平
成
17
年
度
甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会
研
修
大
会
・
表
彰

式
が
3
月
5
日（
日
）か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
者

協
議
会
研
修
大
会
で
は
、
J
A
T
A
C
滋
賀
か
ら
10
名
の
講
師
の
方
を
お

迎
え
し
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
、
保
護
者

を
含
め
約
1
2
0
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
 

初
の
表
彰
式
で
は
次
の
方（
団
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

■
育
成
功
労
者
表
彰
 

津
田
　
実
（
水
口
柔
道
）
 

田
中
　
進
（
伴
谷
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
 

中
森
義
治
（
伴
谷
少
年
野
球
）
 

橋
本
常
一
（
山
内
ス
ポ
少
）
 

西
田
　
浩
（
甲
南
剣
道
）
 

■
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
 

水
口
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
 

信
楽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

■
優
秀
指
導
者
表
彰
 

植
出
　
茂
（
水
口
）
 

田
島
　
誠
（
水
口
）
 

山
田
剛
士
（
柏
木
）
 

首
藤
　
勲
（
貴
生
川
）
 

谷
口
利
男
（
綾
野
）
 

谷
口
克
彦
（
大
野
）
 

岸
　
健
治
（
山
内
）
 

中
島
隆
二
（
大
原
）
 

藤
橋
克
志
（
甲
賀
）
 

中
島
喜
孝
（
甲
賀
）
 

岸
由
紀
夫
（
甲
賀
）
 

森
口
　
彰
（
甲
南
）
 

西
尾
隆
男
（
信
楽
）
 

大
川
宜
佐
（
信
楽
）
 

中
村
文
夫
（
信
楽
）
 

 

春の叙勲 

2006年春の叙勲で市内から4名の方々が受章されました。受章された方々は次のとおりです。 

旭日双光章 瑞宝双光章 瑞宝単光章 

福森 　昭治さん 
（信楽町神山） 

木田　　司さん 
（水口町高塚） 

堀　　昭三さん 
（甲南町池田） 

杉本　康　さん 
（信楽町上朝宮） 

滋賀県食品衛生協会
副会長などを歴任され、
多年にわたり食品衛生
に貢献されました。 

製品評価技術センター
に勤務され、多年にわた
りあらゆる製品の安心・
安全と品質向上などの
通産行政に貢献されま
した。 

水口中学校長、柏木
小学校長などを歴任
され、多年にわたり学
校教育・社会教育に
貢献されました。 

旧信楽町の消防団長を約
10年間努め、退団後も自主
防災組織を設立するなど、
多年にわたり消防防災活動
に貢献されました。 

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
 

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

受章おめでと
うございます

平成17年度 平成17年度 

テーピングを巻く講習会を 
受けるスポ少指導者 

今回受賞された皆さん 

ふくもり しょうじ き　だ たかし ほり しょうぞう すぎもと やすひろ 
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催　　し 

期　間■6月1日（木）～6月22日（木） 
　　　　平日の8：30～17：15 
場　所■土山支所1階ロビー 
内　容■普段思ったことを絵と書で表現
　　　　する遊書を描かれています。市
　　　　内で活動されている北山安男さ
　　　　んの作品です。ぜひこの機会に
　　　　ご来場ください。 

●問　土山支所 
　　� 66ー1101　� 66ー1564

市民ギャラリー 
絵と書で描く遊書展 

　子どもの森園内を歩きながら自然観察
します。今回は、普段は気づかないこと
も多い、いろんな形の“樹の花”に注目

です。 
日　時■6月4日（日） 
　　　　14：00～約1時間（小雨決行） 
集合場所■みなくち子どもの森自然館前 
対　象■子ども～大人　園路を約１時間
　　　　歩ける方（団体不可） 

※申込不要です。集合場所へ“野外を歩
　く服装”で来てください。 

●問　みなくち子どもの森自然館 
　� 63ー6712　� 63ー0466

子どもの森を歩こう 
～ 樹の花 ～ 

6月10日（土） 
「太陽系の大きさを知ろう～惑星のおはなし～」 
　太陽と太陽のまわりをまわる天体をあわ
せたものを太陽系と呼びます。人類は古く
から身近な太陽系の天体に目を向けてきま
した。アポロ以後、さまざまな探査機を打
ち上げて数多くの謎が解明され、現在も探
査が進められています。 
　母なる星、太陽とそのまわりをまわる
惑星や小天体たち。私たちの住む地球も
そんな太陽系の一員です。 

6月24日（土）「夏の星座をみよう」 
　夏は多くの星が見られる季節です。低い
空にはさそり座のアンタレスが赤く輝き、
頭上では、こと座のベガ・わし座のアルタ
イル・白鳥座のデネブが夏の大三角をかた
ちづくっています。透明度の高い梅雨の合
間の晴れ間に、初夏の夜空を見上げてみま
しょう。 
場　所■かふか生涯学習館 
　　（天候により中止する場合があります。） 
時　間■19：30～21：30 
受　付■下記までお電話ください。 

●問 ●申　かふか生涯学習館 
　　� 88ー4100　� 88ー5055

天  体  観  望  会 

情 報 の ま ど 

期　間■7月9日（日） 
　　　　14：00開演（13：30開場） 
場　所■あいの土山文化ホール 
入場料■《前売》1，000円 
　　　　《当日》1，500円 
※税込み、全席自由、小学生以上有料 
　未就学児のご入場は、ご遠慮ください。 

●問　あいの土山文化ホール 
　　� 66ー1602　� 66ー1603

三井住友海上文化財団派遣コンサート 
「新・ショパンの旅」 

及川浩治ピアノリサイタル 

　２００６年度の世界まなびじゅくの始まり
です！第１回目はタンザニア。 
いったいどんな国なんでしょう？２００６年
度は全部で５回を予定しています。いろ
いろな国を紹介してハロウィンパーティー
も企画しています。全部来てくれた人に
は小さなプレゼントもあるので、ぜひた
くさん参加してください。 

日　時■6月10日（土）　10：00～12：00 
場　所■甲南忍の里プララ 
対　象■小学生（先着40名） 
参加費■甲賀市国際交流協会会員  300円 
　　　　　　　　　　　　非会員  500円 
持ち物■筆記用具・色鉛筆 
締め切り■6月6日（火） 

●問 ●申　甲賀市国際交流協会 
　　�/� 63ー8728

世界まなびじゅく2006 
第1回「タンザニア」 

～こころ磨こう 
わたしのために  あなたのために～ 
人権教育連続セミナー開催 

　同和問題をはじめとするあらゆる人権
問題について「いま私たちがすべきこと」
を考えるため、今年度から全１５回シリー
ズで人権教育連続セミナーを開催します。
お申し込みのうえ、どうぞお気軽にご参
加ください。 

日時内容■ 

　第1回　6月10日(土)　10：00～12：00 

　　　　「差別はいかに崩壊していくのか」 

　　　　講師：上杉　聰さん　　　　　

　第2回　6月29日(木)　19：30～21：00 

　　　　「家族が大切・友達が大切・ 

　　　　　　地域が大切・世界が大切」

　　　　　　　　　　　（歌とトーク）

　　　　講師：城山　正人さん、 

　　　　　　　杉本　和子さん 

　第3回　7月13日(木)　19：30～21：00 

　　　　「少子高齢社会を迎えて、 

　　　　　地域の『多民族共生』社会　

　　　　　　　が今、求められています」 

　　　　講師：小久保　信藏さん 
場　所■碧水ホール 
参加費■無料 
※第１回は送迎用に土山、甲賀、信楽、甲南支
所から福祉バスを運行しますのでご利用ください。
手話通訳・要約筆記あります。 

●問 ●申　人権教育課 
　　� 86ー8024　� 86ー8380 

　　　水口中央公民館 
　　� 62ー0488　� 62ー3338

うえすぎ　さとし 

しろやま　    まさと 

すぎもと　     かずこ 

こくぼ　       しんぞう 

　今年で１５回目となる鈴鹿馬子唄全国大
会には、全国各地から１６７名を超える出場
者の皆さんが、「鈴鹿馬子唄日本一」を目
指し競い合います。市内からは少年・少
女の部に１０名、一般の部に１４名が出場さ
れます。 
日　時■6月18日（日）　9：00～ 
会　場■あいの土山文化ホール 
ゲスト■小沢　千月（東芝EMI） 
　　　　つくだ貞夫（日本コロムビア） 
入場料■無料 
※詳しい日程は大会前にチラシでお知らせします。 

●問 ●申　あいの土山文化ホール 
　　� 66ー1602　� 66ー1603

第15回鈴鹿馬子唄全国大会 
いよいよ開催！ 

日　時■6月4日（日）10：00～15：00 
　　　　（受付　9：45） 
場　所■ 
子ども教室…みなくち子どもの森他 
こんなええはなしきいて… 
　　　　　　　　　　サントピア他 
※午後に合流します 
参加対象■子ども教室は年長児から高
　　　　　校生まで 

●問 　ガールスカウト甲賀地区事務局 
　　� 62ー0310　� 62ー9797 
　　生涯学習課 
　　� 86ー8021　� 86ー8380

親子であそぼ 
「ドリーム子ども教室」 

「こんなええはなしきいて」に来てね 
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郵便による不在者投票について 

期日前投票について 

　下記のとおり期日前投票を行いますので、投票当日、業務や旅行などで投票に行けない方は、ご 
利用ください。（どの場所でも投票をすることはできます。） 

投票所について 

次に該当する方は、郵便により自宅にて不在者投票することができます。 

 　1　身体障害者で、身体障害者手帳に両下肢等の障害の程度が1級又は2級である者として記載されて
　　　いる者身体障害者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が1級又は3級である者として記載されている
　　　者身体障害者手帳に免疫の障害の程度が1級から3級までである者として記載されている者 
 　2　戦傷病者で、戦傷病者手帳に両下肢等の障害の程度が特別項症から第2項症までであるとして記
　　　載されている者戦傷病者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が特別項症から第3項症までであると
　　　して記載されている者 
 　3　介護保険法の要介護者で、要介護状態区分が要介護度5である者として記載されている者 
            
　ただし、郵便により投票しようとする場合は、事前に登録する必要があり、また、この登録に時間を
要することから、できるだけ早めに下記の選挙管理委員会まで、お問い合わせをお願いします。 
 
注）郵便による投票は、申請をされた登録者ができる制度ですので、登録をされておられない方は、上
　　記の事由に該当いたしましても郵便による投票をすることはできません。 

　滋賀県知事選挙では、ご自宅に郵送します投票入場券に投票所の名称と略図を記載しておりますので、 

参考にしてください。 

情 報 の ま ど 

　次の支所でも期日前投票ができますが、投票のできる期間や 

時間が水口庁舎とは異なりますのでご注意ください。 

期　間■平成18年6月16日（金）から7月1日（土）まで  
時　間■8：30から20：00まで 
場　所■甲賀市役所　水口庁舎　2階会議スペース　� 65ー0667

期　間■平成18年6月24日（土）から7月1日（土）まで  
時　間■8：30から18：00まで 

場　所■甲賀市役所　土山支所　１階玄関横スペース　　� 62ー1102 

　　　　甲賀市役所　甲賀支所　１階会議室　　　　　　� 88ー4102 

　　　　甲賀市役所　甲南庁舎　１階会議室　　　　　　� 86ー8010 

　　　　甲賀市役所　信楽支所　１階玄関横スペース　　� 82ー1121 

持参品■お手元に届いていれば、入場券をご持参ください。 

滋 賀 県 知 事 選 挙  滋 賀 県 知 事 選 挙  滋 賀 県 知 事 選 挙  
投票日　7月2日（日）　　午前7時から午後8時まで  

　滋賀県知事選挙が7月2日に執行される予定です。選挙は、有権者の声を直接政治に反映することができ

る大切な機会です。あなたの一票が今後の滋賀県のまちづくりを進めるための大切な1票になります。安

易に棄権せずに投票に出かけましょう。 

選挙人名簿登録者数について 

選挙権と名簿登録について 

住民異動者の選挙権について 

甲賀市における選挙人名簿登録者数は、平成18年3月2日現在で下記のとおりです。 

投票できる方は、年齢20歳以上の日本国民で、3ヶ月以上甲賀市に住民登録している方になります。 

男 女 合　計 

35,504人 37,442人 72,946人 

滋賀県知事選挙 
年齢要件 

昭和61年7月3日以前に生れた方 

住所要件 

平成18年3月14日以前に転入届をした方 

注）期日前投票の期間中に２０歳になられる方で、２０歳になられるまでの間に投票される場合は期日前投票ではなく 
　　不在者投票になりますのでご注意ください。 

　平成18年3月14日までに転出し、新しい住所地で転入届を出した場合は、新しい住所地で投票するこ
とになります。（前の住所地では投票できません） 
　甲賀市で選挙人名簿に登録されている方が、平成18年3月15日以降に滋賀県内の他の市町へ転出した
場合は、引き続きその住所地で居住している場合のみ、甲賀市で投票することができます。ただし、住
民登録窓口で発行する「引続き滋賀県の区域内に住所を有する旨の証明書」が必要です。（証明手数料
は無料です。証明書の発行は、原則月曜日から金曜日の9:00から17:00までです。） 

不在者投票について 

　施設や病院に入居や入院されている歩行が困難な方は、その施設内で不在者投票をすることができま
す。できる日時や詳細については、施設のほうでご確認してください。なお、投票に関するお問い合わ
せは、選挙人名簿が登録されている市町村選挙管理委員会にお願いします。 
　また、仕事や勉強のため、選挙人名簿に登載されているところ以外に現在居住されている方は、投票
用紙を選挙人名簿のある市町村選挙管理員会へ請求してください。投票用紙を送付しますので、必ず開
封することなく、現在居住しているところの選挙管理委員会に持参して、その場で不在者投票してくだ
さい。            

　選挙に関するお問い合わせは、下記の甲賀市選挙管理委員会事務局までお願いします。 

甲賀市選挙管理委員会　� 65ー0667 
           � 63ー4554
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情 報 の ま ど 

　１日社会保険相談所の開設日は次のとお
りです。 
日　時■6月14日（水）・28日（水） 
　　　　（予約制になっていますので、事前
　　　　に草津社会保険事務所へ申し込み
　　　　をお願いします。） 
場　所■水口社会福祉センター 
　　　　2階　中会議室 
受　付■年金手帳・年金証書・雇用保険
　　　　証または受給者証・過去に勤務
　　　　した会社等の職歴メモ・認印 

●問 　草津社会保険事務所 
　　� 077ー567ー1311 
　　� 077ー562ー9638 
　　 市役所保険年金課 
　　� 65ー0688　� 63ー4582 
　　（市役所では予約申込みできません） 

6月の1日社会保険 
相談所の開設 

①マンション管理補助員技能講習 
日　時■7月11日～26日の間　　　
場　所■大津市滋賀ビル 
対　象■55歳～68歳 

②介護講習訪問介護員 
　　（ホームヘルパー）2級課程 
日　時■6月26日～7月にかけて順次開講 
場　所■大津市を含む県内5会場 
対　象■55歳～65歳 
参加費■①②とも無料 
※申し込み多数の場合は抽選。詳細
　は下記までお問い合わせください。 

●問 ●申　（社）滋賀県シルバー 
　　　　　　　人材センター連合会 
〒520-0051  大津市梅林1丁目3番10号 
　　� 077ー525ー4128 
　　� 077ー527ー9490

再就職・就業を目指す 
シニアの方の技能講習、介護講習開催 

日　時■6月4日（日）10：30～15：00 
　　　　※13：00～14：00まで相続登
　　　　記の説明会を同時開催 
場　所■ウイングプラザ4階 
　　　　（ＪＲ栗東駅前） 
相談内容■登記、人権、戸籍・国籍、供託、
　　　　　公証相談 
相談担当者■法務局職員、公証人、司
　　　　　　法書士、土地家屋調査士 
※相談は無料で秘密は厳守されます。 

●問 　大津地方法務局　総務課 
　　� 077ー522ー4671 
　　� 077ー528ー2204

法務局なんでも相談所 

日　時■6月22日（木） 
　　　　13：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター 
　　　※６月８日（木）８：３０から予約受付 
定　員■6名（1人30分） 
申込方法■相談は予約制です 
　　　※相談日の２週間前から電話・
　　　　来所により先着順です。 
予約先■甲賀市社会福祉協議会 
　　　　（水口社会福祉センター2階） 
予約電話■� 62ー8085 
相談員■滋賀県弁護士会所属の弁護士 
　　　　※相談は無料で秘密は厳守します。 

●問 　甲賀市社会福祉協議会 
　　� 62ー8085　� 63ー2021 
 　　社会福祉課 
　　� 65ー0700　� 63ー4085

法  律  相  談 

　社会保険労務士による無料相談窓口を開
設します。 
　解雇、賃金、年金、保険など労働に関す

るあらゆる相談をお受けします。 
日　時■6月14日（水）14：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター2階 
　　　　（水口税務署北隣） 
受　付■電話予約（先着4名） 
※予約なしにお越しいただいても結構で
　すが、予約のある方を優先します。 

●問 ●申　商工観光課 
　　� 65ー0710　� 63ー4087

労働相談窓口の開設 

　６月１日から７日まで、上記スロー
ガンのもと、全国一斉に第４８回水道
週間が行われます。 
　私たちが毎日使用している水道水は、
電気やガスなどとともに生活に欠か
せないものですが、この大切な資源
も無限のものではありません。水の
惑星と呼ばれる地球ですが、世界的
に自然環境の悪化や地球温暖化が進み、
汚染や枯渇により生活していくうえ
で必要な水を手に入れられない地域
もあります。私たちが安全でおいし
い水を利用するため、また未来の世
代にきれいな水を残していくため、
一人ひとりが水を大切に使い、自然
環境を汚さない心がけが肝心です。
この機会にあらためて水の大切さに
ついて考えてみましょう。 

●問　上水道業務課 
　� 86ー8014　� 86ー8032

第48回水道週間 
「安全と  おいしさごくり  水道水」 

　一人ひとりが毎日の暮らしの中で環境に
ついて考え行動する生活＝エコライフにつ
いて学習します。 

「エコライフを楽しもう！」 
日　時■6月24日（土）　10：00～12：00 
　　　　　講師　　平井　喜之 さん 
　　　　（前滋賀県地球温暖化防止活動推進員） 
開催場所■甲賀市共同福祉施設 
　　　　　（サントピア水口）教養文化室 
参加費■無料 
定　員■各講座50名 
参加申し込み■講座開催日の3日前まで 
※定員になり次第締め切ります 

●問 ●申　環境課 エコライフ推進係 
　　� 65ー0691　� 63ー4582

エコライフ講座（第１回）開催 

●信楽高原鉄道＋コミュニティバス乗り放題 
　料金■大人 1，000円　こども  500円 
　※市内の協力店で割引などの特典あり。 
●コミュニティバス乗り放題 
　料金■大人　 500円　こども  250円 
　※市内の公共施設等の特典あり。 
　詳しくは下記までお問い合わせください。 

●問 企画政策課 
　　� 65ー0672　� 63ー4554

「市内周遊1Ｄayチケット」発売中 

「街道てくてく旅～ 
　　　　東海道五十三次完全踏破～」 
　街道では人々が営々として築いて
きた生活や文化の片鱗を見ることが
できます。東京から京都までの歩く
旅が、ハイビジョン放送で生中継さ
れます。ぜひご覧ください。 

旅　人■岩本輝雄氏 
　　　（元サッカー日本代表） 

　土山宿　 

日　時■6月9日（金）　8：00～ 8：15 
　　　　（NHKハイビジョン） 
　　　　21：45～22：00（再BS2） 
場　所■東海道伝馬館 

　水口宿 

日　時■6月12日（月）8：00～8：15 
　　　　（NHKハイビジョン） 
　　　　19：45～20：00（再BS2） 
場　所■中部コミュニティーセンター 

●問 　商工観光課 
　　� 65ー0708　� 63ー4087

NHK衛星ハイビジョン中継 
がやってくる！ 

お知らせ 

情 報 の ま ど 

　常勤医師の減員により夜間・休日
等における救急診療体制（救急告示
病院）基準を満たすことが困難となり、
６月１日から救急車による患者の受
け入れを辞退せざるを得ない状況と
なりました。ご迷惑をお掛けするこ
とになりますがご理解をよろしくお
願いします。なお、診療時間内の救
急外来患者の診察につきましては可
能な限り対応させていただきます。 

●問　水口市民病院 
　� 62ー3346　� 63ー1728

水口市民病院からのお知らせ 

　６月は下記日程で実施します。 
日　時■6月17日（土）  9：30～11：30 
　　　　　  20日（火） 19：00～21：00 
 毎月第3火曜日　19：00～21：00 
 毎月第3土曜日　  9：30～11：30 
 どちらか都合の良い日で受講ください。 

 受講料■500円（事前申込が必要です。） 
一般開放日のお知らせ 
　第3日曜日は無料で下記の施設を開
放しています。 
日　時■6月18日（日） 9：00～21：00 
施　設■甲南B＆G海洋センター1F・ 2F体育館 

●問 　甲南B＆G海洋センター 
　　� 86ー6971　� 86ー6984

甲南中央運動公園 
トレーニングハウス 
初回使用者講習会 

　退職金制度を設けたい場合は、国の「中
退共制度」により、安全・確実・有利な
制度が手軽に作れます。 
　この制度に新しく加入した企業には、
掛金月額の１/２（従業員ごと上限５，０００円）
を加入後４か月目から１年間、国から助
成されます。 
　また、途中で掛金を増額した場合（増
額前の掛金が１８，０００円以下）には、増額
分の１/３を１年間、国から助成されます。 

●問　独立行政法人 勤労者退職金共済機構 
　　 中小企業退職金共済事業本部 
　　 大阪退職金相談コーナー 
　　� 06ー6536ー1851 
　　� 06ー6536ー1850

退職金づくりは「中退共」で 

　地域医療の１つとして、皆さんにご利
用いただいています甲南診療所（旧：野
川診療所）の診療日・診療時間が今年度
から次のように変更となりました。また
都合により臨時休診とさせていただくこ
とがありますので、ご了承ください。 

診療時間■ 

毎週火・木曜日：受付時間8：30～12：00 
毎週金曜日 　：受付時間14：30～17：00 
（ただし、祝日は休診とさせていただきます） 

●問   保険年金課 
　　� 65ー0689　� 63ー4582 
　　甲南診療所 
　　�/� 86ー2552

甲南診療所の診療日 
診療時間の変更 

期　間■6月1日（木）～8月31日（木）
入水時間■ 
①  9：30～12：00、②13：00～15：00 
③15：30～18：00、④18：30～21：00 
入場料■大人：100円 
　　　　小人：  50円（中学生以下） 
休館日■月曜日、祝日の翌日 
その他■※就学前及び、中学生以下の
　　　　　夜間④の入水は、保護者同
　　　　　伴とします。 
　　　　※乳児（おむつ使用）の入水は
　　　　　できません。 
　　　　※水質管理上、入水を制限
　　　　　することがあります。 

●問   甲南B&G海洋センター 
　　� 86ー6971　� 86ー6984

甲南B&G海洋センター 
プール　オープン!!　 

　血液を必要とされる患者さんが安心して輸血が受けられるように、１人でも多
くの方のご協力をお願いします。なお、成分献血は事前に予約が必要ですので、
ご協力いただける場合は下記までご連絡ください。 
　なお、安全に献血していただくため、献血の間隔が定められています。また、
海外渡航歴のある方（英国）について、献血の制限が設けられています。詳しくは
下記までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本人確認のため、当日に免許証等の提示をお願いしています。献血手帳とあわせてお持ちください。 

献血場所 
日　　時 

申込締切 

申　　込 
問い合わせ 

甲賀支所 
6月14日（水） 

成分献血　　10：00、11：00、13：00、14：00、15：00

6月7日（水） 

甲賀保健センター 
� 88ー6556 
� 88ー6557

甲南支所 
6月23日（金） 

6月19日（月） 

甲南保健センター 
� 86ー5934 
� 86ー5974

信楽開発センター 
6月15日（木） 

6月8日（木） 

信楽保健センター 
� 82ー3113 
� 82ー3138

成分献血のお願い 

　計量法にもとづき、商店や工場、病院、薬局等で取引や証明に使用する「はかり」
は２年に１回精度を確認するよう義務付けられています。対象の「はかり」をお使
いの方は、下記の日時と場所で定期検査を受検してください。なお受検には申込が
必要です。詳しくは下記までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　検査当日は、計量協会から送られる受検票をご持参ください。検査には「はかり」
の能力に応じて手数料が必要となります。 

●問 ●申　商工観光課　　� 65ー0707　� 63ー4087

「はかり」の定期検査のお知らせ 

検査の実施機関　㈱滋賀県計量協会 
検査期日 

７／３（月） 

検査時間 

１１：３０～１４：００ 

検査会場 

甲賀支所 

所在地 

甲賀町相模173番地1号 

対象地域 

甲賀町 

７／４（火） １１：００～１５：００ 甲南庁舎別館 甲南町野田810番地 甲南町 

７／６（木） １１：００～１５：００ 土山支所車庫 土山町北土山1715番地 土山町 

７／７（金） １０：３０～１２：００ 
緑地等管理 
中央センター 

信楽町上朝宮467番地 信楽町 

７／７（金） １３：３０～１５：００ 信楽開発センター 信楽町長野1251番地 信楽町 

７／１１（火） １０：３０～１６：００ 水口中央公民館 水口町本丸1番20号 水口町 

７／１２（水） １０：３０～１６：００ 〃 〃 
水口町 
未受検者 
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　甲賀市の生ごみ堆肥化の取り組みは、 
全国的に注目が集まっており、平成
１７年度には県内外から３０件４００人の
視察者がありました。そこで、市内
のリサイクル施設と地場産業を結び
ＰＲしていく活動にご協力いただけ
る方を募集しますので、下記の説明
会にぜひご参加ください。 
 
日　時■6月10日（土）　13：00～ 
場　所■勤労青少年ホーム  2階談話室 

●問 　環境課エコライフ推進係 
　� 65ー0691　� 63ー4582

甲賀リサイクルエコツアー 

ボランティアガイド募集 

情 報 の ま ど 

日　時■6月26日（月）～6月30日（金）
　　　　[5日間] 
　　　　①8：45～12：45〔午前受講生〕
　　　　②13：30～17：30〔午後受講生〕 
場　所■ITOGENパソコンスクール校 
　　　　（甲賀市水口町本町） 
対　象■求職活動中の方で5日間とも 
　　　　出席できる方 
受講資格■ワード・エクセル基本操
　　　　　作のできる方 
受講内容■ワード・エクセルの中級
　　　　　程度の習得・表計算とグ
　　　　　ラフ作成など 
※また、他にも履歴書の書き方や就
　職ガイダンスなどの講座も約1時間
　程度行います。 
募集定員■①、②とも各10名 
　　　　　（超えた場合は抽選） 
受講料■無料 
募集締切■6月20日（火）　15：00必着 
応募方法■申込書に必要事項を記入し、 
　　　　　郵便・ＦＡＸ・電話で受付。
　　　　　申込書はハローワーク甲賀
　　　　　にあります。 

●問 ●申　滋賀県中小企業団体中央会 
　　　　地域求職活動援助推進室 
　〒520-0806 
　大津市打出浜2番29号ＳＫホール2Ｆ 
　　� 077ー525ー1189 
　　� 077ー525ー1190

パソコン講習会受講生募集 

　三雲養護学校での特色ある授業（模擬）
を体験していただきながら、ハンディのある子
や養護学校への理解を深めていただきます。 
　当日は、実際に児童生徒の立場で参加
していただいたり、教材をつくってもらった
りして、体験を中心に各講座を構成します。
高校生、大学生、一般の方々の参加をお
待ちしています。 

開催日程■ 
7月22日（土）学校紹介 
「学校探検～車椅子でGO！～」 
7月30日（日） 
「楽しい影絵の世界～つくって遊ぼう～」 
8月  5日（土） 
「おもしろ　科学実験」 
8月12日（土） 
「手作りゲームで楽しく～楽しい見通し～」 
8月19日（土） 
「動作法と介助の基本」 
※部分的な受講もしていただけます。 
※講座の順番や日程が変更になる場合
　があります。 
開催時間■いずれも10：00～12：00 
募集締切■7月20日（木） 
会　場■三雲養護学校 
対　象■県内に居住または通勤・通学
　　　　されている方（高校生以上） 
定　員■20名（先着順） 
受講料■2,000円 
応募方法■電話、はがき、ファックスで住
　　　　　所、氏名、年齢、職業、電話番
　　　　　号、ファックス番号をご記入
　　　　　し、下記までお申し込みく
　　　　　ださい。 

●問 ●申 三雲養護学校　開放講座事務局 
〒520-3233　湖南市柑子袋1546番地 
　� 72ー4011　� 72ー5547

三雲養護学校　開放講座 
2006　受講生募集 

「養護学校  WakuWaku  体験講座」 募　　集 

　より地域に開かれた病院をめざし、ボラ
ンティアを受け入れています。 
　職員と協力して、患者さんの満足感を高
めるために活動していただける方を募集し
ています。 
　あなたの時間をほんの少し使ってみま
せんか？ 
活動日■月曜日～金曜日 
活動内容■ 
　①外来ボランティア（8：30～11：30） 
　　院内の案内、再来受付機の操作
　　説明、車椅子の介助など 
　②病棟ボランティア（9：00～17：00 
　　で都合のつく時間帯） 
　　患者さんの話し相手、配下膳、
　　リハビリ室への送迎など 
　③イベント（コンサート等）の手伝い 
その他■ユニフォーム（黄色のエプ
　　　　ロン）を貸与します。 
　　　　病院までの往復にかかる費
　　　　用は各自で負担願います。 

●問 ●申 公立甲賀病院ボランティア事務局 
　　� 62ー0234　� 63ー0588

公立甲賀病院ボランティア募集 

開催日時■8月5日（土） 
会　場■メインステージ（鹿深夢の森） 
　　　　サブ会場（市内特設会場） 
　　　　詳細は未定 
参加資格■ 
①手に鳴り物（鳴子等）を持つこと。 
②踊る参加メンバーが隊列を組める
　チーム編成であること。 
③踊る音楽は江州音頭等郷土の民謡をベー
　スにしたアレンジ曲または「ヨイト
　ヨイヤマッカドッコイサーノセ－」
　の掛け声をどこかに入れること。 
④踊りの振付け及び隊列は自由ですが、
　パレードの踊りでは後退しないこと。 
⑤1回の演奏時間は5分間以内。 
⑥音響及び地方車は事務局で準備し
　ます。 
⑦その他、参加規定に基づく条件を
　満たすこと。 
申込締切■6月20日（火）（ただし、
　　　　　予定チーム数に達した時
　　　　　点で締切） 
申込方法■所定の申し込み用紙かホー
　　　　　ムページから申し込んでく
　　　　　ださい。 
ホームページ  http://www.gozare.gr.jp 

●問 ●申　NPO法人ござれGO-SHU事務局 
　　� 88ー2370　� 88ー5391

第8回ござれGO-SHU！ 
参加募集 

　広報あいこうか５月１５日号の「平成
１８年度甲賀市職員一覧表」の中で氏名
に以下の誤りがありましたので、お詫
びして訂正します。 
国県事業対策室　室長補佐 
　川崎　要一郎　→　川嶋　要一郎 
油日幼稚園　園長 
　岡田　圭子　　→　岡山　圭子 
大野公民館　館長（嘱託） 
　中村　豊治　　→　中邨　豊治 
信楽中央公民館 
　館長補佐 小林　靖→課長補佐 小林　靖 
信楽公民館  館長（嘱託） 
　太平　正道　→　大平　正道 
部名　　財務課　→　財務部 

■掲載漏れ■ 
東部学校給食センター 所長補佐　川嶋  明子 
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この広報紙は古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

甲賀市ホームページ http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！ 

甲賀市水口町水口6053番地 ０７４８-６２-１６２１ 水口支所 
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甲賀市甲賀町相模173番地1 ０７４８-８８-４１０１ 甲賀支所 
甲賀市甲南町野田810番地 ０７４８-８６-４１６１ 甲南支所 
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甲賀市の人口の推移

総　数 

男 

女 

（-1） 

（-4） 

（+3） 

世帯数 （+70） 

95,805

47,360

48,445

31,046

人 

人 

人 

世帯 

H18.4.30現在 

※（　）内は前月比 

風
景 シリーズ 21

新宮神社表門 
（甲南市新治） 

　サッカーワールドカップが6月

9日からドイツで始まります。私

自身はサッカーにはそれほど興味

がないのですが、これほどテレビ

や新聞で報道されると、見ないと

世間から取り残されそうな気がしますね。きっとサッ

カーが好きな方はすべての試合を見る予定を立てて

おられることと思います。日本の代表として出場さ

れる選手の皆さんの熱い戦いに期待するとともにこ

の梅雨の季節を吹き飛ばしていただきたいと思います。 

　試合の放送は日本では深夜におよび、きっと寝不足

の方も増えることでしょう。どうか仕事や授業など

に差し支えのないように、また健康には気をつけてく

ださい。○や 

●ＪＲ草津線「甲南駅」から車で約5分 
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